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「ふっか～と」は福井市文化会館を拠点に活動するNpo法人福井芸術’文化フオーラム発行の文化誌です
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写真：福井市中学校能楽教室(2009年11月4～6日)

福井能楽堂にて福井市の全中学校2年生を対象に、福井県能楽特別委員会.社団法人能楽協会北陸支部の協力で開催

能面をつけての舞台体験やお離子の楽器体験、謡「高砂」の体験の後、能「小鍛冶」、狂言「仏師」を艦賞しました。

̶劇場を身近に

アートNpoのための

インターミディアリー沖間支衝組織(中)
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"かに"の思い出一宇野重吉先生と
女優'劇団民藝所属日色とも桑

<.<sa>注目の公演情報
ラ廣翁う凝ル彙ずg書春の犬歌声喫家2010ン
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あなたにとって福井市文化会館はどんな場所ですか？

演劇の舞台やコンサートを観る場所、習い事の発表の場などなど。随分前に行ったきり、最近はあまり足を

運んでいないという方も、もしかしたら多いかもしれません。福井市文化会館を、人が集い、交流し、発信する

有機的な「劇場」にしたい。福井芸術’文化フオーラムは、福井市文化会館を市民の皆さんの文化活動の拠点と

して、より身近に感じてもらえるよう、活動を行つています。

福井芸術’文化フオーラム(以下、フオーラム)は

2000年に事業を始めてから今年で10年を迎えます。

市民がつくる文化事業組織として、福井市文化会館を

拠点にさまざまな活動を行つてきました。ここ2、 3

年、フオーラム内では「フオーラムの新規事業のあり

方」やこの先5～10年の「中長期計画」を議論し続けて

しほす。それは「市民に必要な舞台事業はなにか」を考

え続けているといろことに他ならないわけですが、そ

の議論のなかで生まれてきたことのひとつが、「フオー

ラム独自制作の舞台づくり」です。これまでフオーラ

ムカく企画する公演はどちら力、というと既に出来上がつ

た作品の招曉が主で、フオーラムが一からプロデユー

スして舞台作品をつ〈る「自主制作公演」にはまだ取り

組んだことがありませんでした。やはり実際に作品づ

くりを経験レその面白さや難しさを体験しないと、

文化事業を担っていくような人材は育っていかなし\も

のです。といラわけで、今年度からは初めて自主制作

事業に取り組んでいます。「夜叉ケ池アートプロジェク

卜」という事業がそれです。出演者やスタツフを市民

から公專し、泉鏡花の戯曲『夜叉ケ池』をペースにした

朗読劇の上演に向けて、現在稽古に取り組んでし\ます。

さて、議論を深めていくなかで、フオーラムが本来

取り組むべきなのにこれまでやつてこなかつたこと

カシまだまだたくさんあることに気がつきました。そ

れが、表題にある「劇場を身近にするための取り組み」

です。福井市文化会館は「市の文化会館」なのですから、

利用の対象は本来すべての市民であるはすです。しか

し、これまでフオーラムでは、すべての市民を対象者

として文化会館に足を運んでもらうための取り組みを

あまりしてこなかったように思います。事業を実施す

ることに精一杯で、それ以上のことができなかつたの

です。
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福井市幼児鑑賞教室。会館には駐車場がないため、バスは会館正面の道路(ぎ原街道)で

子どもたちを降ろす。歩道を横切るので段差や自転車などに気をつけなければならない。
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福井市文化会館大ホール客席。どの位羅からでも舞台を見やすい強い傾斜が魅力だが、

階段が急なので高齢者や障がし、者にはサポートが必要。

5つのテーマ

そこで、これまでの反省も踏まえながら、フオーラ

ムでは今後次の5つをテーマに活動を行うことにしま

した。

まずひとつは、「営業」です。これまで各事業の広

報はもちろん行ってきましたカシ新しく組織や企業、

団体などを訪問し私たちの活動を理解していただける

人を増やしていく、といろような営業活動をしたこと

はありませんでした。営業をし、私たちの公共的活動

を理解していただし\た上で、協働で事業展開を提案し

ていくといろことが必要なのです。たとえばこんなこ

と力考えられます。�ある会社に出力、けて行って「会

社創立何周年の事業として、私たちフオニラムと一緒

に市民に開力、れた文化事業をしませんか」と提案する

など。

2つ目は、「劇場の利便性の向上」です。公演時の託

児サーピスや、高齢者や障がし\者へのサボートの充実、

夜の公演の際には会場にて弁当や軽食を販売するな

ど、利便性を良くしてい〈ことが旧場を身近にする」

ことにつながります。さらに交通(駐車場や公共交通

機関)や文化会館周辺の環境を良くしていくことも同

時に求められます。

3つ目は、「経済的に困難な人でも劇場に来られる

ような仕桂[け」を用意する必要があります。このところ

の経済状況のように悪し\状況が続くと、家計で削るも

のといえば真つ先に文化芸術、というような状況が生

まれてきます。特に経済的に困難な人に援助をして文

化芸術に親しんでもらうためのシステムを構築してし\

<必要があります。そのためには地元経済界のノシソク

アツプなどが必要になってきますので、1つ目に挙げ

た「営業」とともに押し進めなければなりません。

4つ目は、「地元商店街との連携」です。これは

フオーラムの5周年記念事業として行った「まちは劇

場(街は劇場)」のような取り組みの中で達携していけ

るのではないでしよろか。商店街の小空間や空きス

ふっか～と2009秋冬3
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事業開催時、男性用トイレに貼紙をして「女性用トイレ」に

ペースなどを活用し演劇.ダンス・寄席’音楽など多

彩なノ\。フオーマンスを上演し、市民が街なかで日常的

に芸術文化を通して交流できる場をつくる。この「ま

ちは劇場」のような事業を何らかの形で再開し、継続

していく中で文化会館と商店街がリンクしていく、つ

まり「劇場を身近にする仕桂卜け」力をまれて<るのでは

ないかと思います。 -

そして5つ目には、スタツフの数と質を向上させ

て、「劇場そのものを魅力あるもの」にすることです。

フオーラムには舞台芸術の専門家や市民ポランテイア

など様々な人材が多数し\ます。これらの人材を有機的

に活用して、より魅力的なスタツフを育てること力\で

きます。多くのスタツフを配置してスタツフワークや

きめ細やかなサーピスを展開することは市民主体の

Npoだからこそできること。魅力的なスタツフこそが

魅力的な劇場を作っていく基礎となるでしよラ。福井

市文化会館は築40年ほどで老朽化も進みつつありま

すが、建物や設備などノ\ー ド面の改良には多くの経費

がかかり現実的には困難も多いです。し力\し、スタツ

フの心温かな対応こそが市民の皆さんに劇場をより魅

力的に感じてもらろための早道であると考えます。

企画そのものの良さも当然ですが、以上5つのこと

を行ろことにより、市民の皆さんに劇場をもつともつ

と身近に感じてもらえるよう努めていきたいと思い

ます。

劇場に求められるサーピス

早速、出来ることから始めていこうということで、

市民の皆さんは劇場にどんなサーピスを期待してい

るのかを知るべく、10月1 7日に開催したフオーラム

主催の演劇公演「向田邦子生誕ノ \十年記念公演『母の

贈物』」に来場していただいたお客様にアンケートを

試みました。設同は3点。

お客様からは設問別に次のような回答をいただき

ました。

まず「本日の受付ならびに会場内でのサーピスでお

気づきの点がございましたらお間力せくださし\」とい

う問いに対レ「男性用トイレを女性用トイレとして

解放していて感激しました」とのご意見。フオーラム

の事業にお出でし\ただくお客様は女性の割合が多く 、

ロピーのトイレは大混雑します。この解消のため以前

力、ら行っていたサーピスですカシお客様から支持をし\

ただいているよラです。今後も事業の内容を見なが

4ふつ力、～と2009秋冬
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会館内の階段に設匿された車椅子用の昇降機。通常時は折りたたまれており、

操作は会館スタツフカi行う。利用者をお待たせしないよろなスタツフの配置が必要だ

らこの対応は続けていきたいと思います。

2つ目の「施設に関して改善すべき点がごさいまし

たらお聞かせ〈ださいjとし\う問いに対レ「舞台が見

やすくて大好きな会場だ力s、駐車場が少ない」という

意見をいただきました。駐車場を増やすことは現時

点では不可能ですが、駐車場の案内を充実させたり、

市が管理する駐車場を利用した場合のフオーラム独

自の特典などを設けられないか来年度に向けて検討

しています。

3つ目ににのようなサーピスカホれば良いと思う

ことをお間かせくださし\」という問いに対し、「庭食-

喫茶が開演前や休憩時にあると良し\」や「出演者の出口

挨拶や関係書籍の販売」、「次回開催事業のアナウンス」

などの意見がありました。出演者の出口挨拶につし\て

は出演者の都合がありますので、出演者の方と相談し

て進めたし\と思し\ます。関係書籍の販売はフオーラム

だけでは無理なので、書店と相談して進めたいと思し\

ます。次回開催事業のアナウンスはすぐにでもできま

すので、今度の事業から早速取り入れたいと思います。

軽食や喫茶につし\ては私たちも「あるといし\な」と思つ

ていましたが、弁当や飲み物の手配や販売スタツフの

配置’食品管理など様々な条件をクリアしなければな

りませんので、検討をしていきたし\と思います。

上記のご意見の他にも様々なご意見をいただきま

した。これらを行うだけでもスタツフの充実は欠かせ

ませんカシさらに高齢者や障力化\者の皆さん、そして

全ての市民の皆さんが来やすい劇場にしていくため

には、多くのスタツフとスタツフワーク及びきめ細や

かなサーピスが必要になります。このよろなアンケー

卜の意見などを参考にフオーラム内では、スタツフ

ワークや求められるサーピスの検討などを行う内部

研修会を行つていくことを決めました。手始めに高齢

者や障がい者それぞれの目線に立って文化会館の入

口から座席までを歩き、どんなサーピスが必要かをみ

んなで検討し議論し合ろ研修会を行います。ポラン

テイアスタツフも含めて内部で検討し、出来ること力、

らやつていくこと力ぐ大切です。

フオーラムのこれからの10年は「自主制作事業jと

「劇場を身近にする取り組みj 、この二本立てで活動す

ることになりそうです。研修会の結果など上記の取

り組みについては、令後この誌面でもご報告していき

たいと思います。

ふつ力、～と2009秋冬5
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IアートNpoのための
インターミディアリー(中間支援)組織(中)

前号執筆時点以降も、NPO法人アートNPOリンクでは、

アートNpoならではの新鮮なピジヨンを社会に提案していく

ゆるやかなネットワークを目指して、各種の意欲的な事業を

展開している。(ちなみにNPO法人アートNPOリンクの理事長

は、当フオーラムでも2年にわたり開催した「踊りに行くぜリj

の全体企画’制作’主催であるNPO法人ジヤノ \’ン’コンテンポ

ラリーダンス・ネットワークUGDN)理事長の佐東範一氏。)

『アートNpoデータバンク2008』の巻頭では、「本来あるべ

き『政策』とは、議会や行政のみが担ろものではなく、市民の側

が立案するべきものではないか。(中略)我々アートNPOは、常

に市民の側から芸術文化の社会的役割と現行制度の問題点に

ついて各方面に声をあげ続けなければならない。アートNPO

データバンクは、多様な、そして往々にして小さな声を集め、

声をあげていく役割を担つている。」とし、その2006年版と

2007年版が、国立国会図書館、国土交通省都市-地域整備局、

名古屋市市民経済局文化振興室など5力所の政策研究誌や調

査報告の資料として取り上げられ、直接’間接的に国や自治

体の政策立案につながる資料として活用されており、小さい

ながらも徐々にその役割を担い始めていることを指摘してい

る。あるいは「文化芸術振興基本法(2001年)の規定に基づき

策定されたく文化芸術の振興に閲する基本的な方計〉(第2次-

2007年)に示されたく文化芸術活動の戦略的支援〉では、『専門

的機関を経由して助成する再助成制度の有効性も検討する必

要カホる』とされている。現場は常に進んでし、る。」とも述べら

れ、本論での展開とともに、当フオーラムの運営に示唆的なも

のがある。

また、2006年版での「アートNPOの特性を踏まえた助成制

度」のアンケート調査結果(前号に要約揭載)に続き、2008年

版では「アートNPOと文化政策」に関するアンケート結果がコ

メント文とともに掲載されているので摘記しておく (財回法人

文化’芸術による福武地域振興財面からの助成事業。回答は

Npo法人308団体、任意団体7団体。回収率14.0%)。

ます、専門家(プログラム, オフィサー)機能の必要性につ

し\ては84.1 %が必要とし国や地方自治体と芸術文化の実践

者を仲介するための役割が期待されている。その役割につい

ては、「国や地方自治体の芸術文化に関する政策提言’立案」

び3.0%) 、 「芸術文化に関する助成制度等の企画立案’制度設

言+」(67.6%) s 「市民一般に対する芸術文化事業への理解の促

進」ほ6.8%)力ち上位3者であった。

その他のアンケート項目として、国.自治体、民問の助成制

度、寄付金、認定NPO法人申請意向などが定量的分析あるい

は自由記入とともに集約されている。

さらには、期中の2008年11月に沖縄県那覇市安里栄町市

場で開催された『全国アートNPOフオーラムin沖縄』において

発表された「淡路島アート議定書」(2007年12月の兵庫県洲

本市’淡路島大会で骨子合意)カシ「市民が主体的に芸術に参

画する領域を拡大する」「芸術文化こそ地域創造の切り札に」

「アートNpoの経営強化と、芸術文化支援制度の効果的な改

革を」「アートNPOのネットワークが果たす役割」の4本柱とし

て整備され、高らかに宣言されたことも特徴的だった。

(理事’広報部会。NPO法人アートNPOリンク正会員。大阪観光

大学観光学研究所客員研究員：山下博)

_ . ̶ . ̶ . _ . ̶ . ̶ . ̶ . ̶ . ̶ . J
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NPQま入福井芸術'文化フオーラム 入会のご累内
福井芸術’文化フオーラムは、文化のちからでふくいのまち
づくりをすすめるアートNPO。福井市文化会館を拠点として、
舞台芸術に関するさまざまな事業を企画'運営しています。

一緒に活動しませんか？あなたに合ったかかわり方がありますc

[正会員(アートスタツフ)]あなたの思いや夢を力タチに

3通りのかかわり方

⑦会の運営を担う̶̶部会に所属

②ひとつの事業の企画から実施まで�事業プロジェクトスタツフ

③気軽にちいさなお手伝い

[準会貴]資金面での支援協力、文化を育む応援団

-個人賛助会員

-法人賛助会員

-団体会員

[フオーラムメイト(鑑賞友の会)]

もっと舞台を身近に、楽しく

-フオーラム主催公演のチケットを先行予約、優待割引

-公演’催しの案内、文化誌「ふっか～とjの送付

■会費=年会費

正会員(アートスタッフ)...............1口 5,000円

準会員個人賛助会員..................1口 5,000円

法人賛助会員..................1口10,000円

̶........................ia 3,ooon

フオーラムメイト(鑑賞友の会)..............1,500円

6ふっか～と2009秋冬
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前回の書き手ミュージカル慮旧『ドラゴン’フアミリー』代表川村信治さんからのご紹介です

かに"の思い出 宇野重吉先生と

女優劇団民藝所属日色とも秀
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舞台『海鳴り』より

前回の書き手ミュージカル慮旧『ドラゴン’フアミリー』代表川村信治さんからのご紹介です。

"かに"の思い出一宇野重吉先生と
女優劇団民藝所属日色とも桑
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多分1968年の事だと思います。ソ連のタシケント映画

祭に出席していました(現ウズヴェキスタンの首都)。作

品は山本薩夫監督の「ドレイェ場」、三週間ほどの滞在予定

でした。はじめての外■でしたし、映画祭が終わつたら、

スタツフの皆と中央アジアの方を旅行するつもりだった

のです。ところがサマール’カンドと .,,

いう美しい町をみただけで、一人帰国

することになりました。皆と別れてモ

スクワにもどり、大会宮殿でバレェ「白

鳥の湖」をみました。ホテルに帰る道、

赤の広場を通ったのですが、ものすご

い人、人であふれていました。な一ん

と軍命記念日の為のリハーサル。戦車

が地響きを立てて、広場に集まってく

るのです。人々は歓声をあげていまし

た。異様な風景……ただただを然と

みつめていました。そして、モスクワ

からコペンハーゲン、アンカレッジ経由で日本に帰りま

した。そのころは羽田空港でした。

なぜ、一人で帰国することになったのが？『宇野重吉

先生』からの連絡で、急に福井の文化会館に行くことに

なつたからです。私が出ている芝居ではなかったのです

力、、終演後のカーテンコールで"花束''を持って舞台に出

てほしいとのことでした。NHKの朝のテレピ小説「族路j

で売り出し、福井銀行のコマーシヤルなどもさせてし\だ

MRk
�み

d

舞台『海鳴り』より

だいていたし、宇野先生にとって、何か大事なことなのだ

なアといラ気がしましたし、本当のところ、先生からお願

いされちやラなんてすごく嬉しかつたのです。福井へ飛

んでゆきました。その芝居は宇野先生演出の「斬られの仙

太」だと思ラのですが、全然覚えていないのです。文化会

館はまだ新しかったと思いますが、"花

束”を持って歩いたのが、文化会館初登

場だつたのです。その後、沢山の芝居

で舞台に立たせていただし\てし\ますが、

会館も年を重ね、役者たちの汗や涙を

すいこんで貫禄が出て来ました。

1968年のあの時のことで、一番おぼ

えているのは、翌日芦原温泉の、海の見

える料亭で‘‘かに''を食べたこと。その

時、宇野先生に"かに"の食ベカを教えて

いただいたこと�鮮明に記憶してい

ます。

日色ともを♦ひいろともを

1 961年慮旧民藝俳優教室に第1期生として入り、66年劇団員となる。

1 967年NHK朝の連続テレピ小説「旅路」でお茶の間のヒロインに。そ

の後も、テレピ小説「おていちやん」、は草原の小さな家」(声の出演)な

どで知られる。現在も舞台をはじめ、テレじ映画、朗読、講演と幅広

く活躍。著害に師’宇野重吉と嘲をたてて全国をまわった日々をつづっ

た『宇野重吉一座’最後の旅日記』。

春福井市文化会館にまつわるエピソードをテーマに、

の紹介でつながります。

誰のどんな話が登場するか、次号もお楽しみに。
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ラ德鍵ラ凝ル彙サg書春の犬歌声喫茶2010ン
今年もやります「大歌声喫茶」ミ�:;.�まつ:.まなミまぐ��pと
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ンル
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大好評の歌声喫茶。あなたもぜひ参加してみませんか! 矯

巧

lAJ

仏
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�ミ

a

歌声喫茶とは1955年前後に流行した喫茶店で、歌唱リー

ダーの音頭のもと、店内の客が一緒に歌を歌うことを目的と

しています。伴奏はピアノやアコーディオンのほか、生バン

ドなども入っていました。歌われる歌はロシア民謡、唱歌、

童謡、労働歌など。歌集を見ながら歌ラことができます。

大歌声喫茶とは、その歌声喫菜を、一日限り福井市文化会館

の大ホールに再現。歌唱リーダーと伴奏には東京の歌声喫茶

"ともしび''のメンバーカザ場！令年で3回目になる大歌声喫

茶。将来的にはここ福井市文化会館で1 000人の大歌声喫茶

ができることを目指しています。皆さんで大歌声喫茶を盛り

上げていきましよう！

昨年は、「カチューシヤ」「あの素晴らしし\愛をもう一度」「少年

時代」「世界に一つだけの花」など全30曲を歌し\ました。今年も

� � � �>
♦10年経って、新生フオーラムに必要なのは「公共」といろ意

識です。組織は民間でも公の任事をしています。(K' M)

・全国検察審査協会連合会総会、放送大学福井同窓会研修旅

行と、今年は能登半島に2回も行っている。前者では、スケ

ジュールの合間に‘‘能登演劇堂"に出向いた。7年前に本誌

の「Repoは見て歩き」欄の第1回を執筆してくださつた故T

氏、故Tさんのことも思い出しな力ちの30分だった。(H-Y)

◎今回の「ふつ力\～と」はしホがでしたか？ご意見'ご感想'ご要望な

ど、メールまたはFMでフオーラムまでお気軽にお寄せ〈ださし\。

昨年に負けなし\ くらいたくさんの歌を会場に響かせましよう！

当日は手作りの歌集をお配りします。今を思いっきり楽しんで、

青春の新たな1ページを作りましようム

・・・.カラオケ世代の皆さんへ
............

.・・カラオケで自分の番じやないけど、つられて歌った経験はあ'・・:
りませんか？最後にみんなで大合唱した経験はありません:

.か？大歌声喫茶では会場全体で大合唱します。カラオケみた.・・

''-...いに自分の番を待つ必要はありません。ず～っと、あなたの‘:...
ズ番です。しかも、カラオケとは違い生バンドの演奏にあわせ'・・
;て歌えます！歌声喫茶を知らない世代のフオーラムスタツフ:

:.も、昨年参加して魅力にノ\マリました。さあ、今度はあなたが;

.''..体験する番です。カラオケ仲間で是非遊びに来てくださいカメ
・・・・ ....... ...... ..・・・

.............
..........・

'
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2010年3月6日± 開場13:00開演14:00

会場：福井市文化会館

歌唱リード’伴奏：東京新宿「ともしぴJ

賛助出演：福井童謡の会

会場ロピーに喫茶コーナーを開設します

チケット料金[全席自由/ワンドリンク’歌集付]

♦一般：前売2,000円/当日2,200円♦フオーラムメイト：1,800円

♦高校生以下無料(ただしドリンクは付きません)

前売開始：2010年1月21日(木)

チケット取扱：福井芸術’文化フォーラム事務所(福井市文化会館内)、ペル、

バリオciび、勝木書店本店、響のホール、松木屋日之出店、ハートピア春江

※フオーラムメイト割引は前売’フオーラム事務所のみ取扱

主催：NPO法人福井芸術.文化フオーラム

すべてのお問い合わせは

福井芸術'文化フオーラム電話0776-23-6905
開所時間：月～金10:00～18:00 ノ土日祝休

福井芸術'文化フオーラムの活動を

応援しています(2009年度法人賛助会員)

北陸労働金庫

財団法人福井県予防医学協会

ホテルリi \'ージュアケポノ

発行

次号2010春夏号は

2010年4月1日発行予定です

�

雄
Npo法人

'福井芸術・文化フォーラム

910-0019福井市春山2-7-1福井市文化会館内

tel.0776-23-6905 fax.0776-23-7905

e-mail: geibun@geibun.info http://geibun.info/

I

��民福祉会館化月駐車場■

# 文化会館

a東別院■

福井大仏■ 裁判所*
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